
to Italy and Germany 2017.06.07 - 2017.06.14
(c) 2017 Hiroko Takahashi

（５）メストレ～カッセル１
■ホテルチェックアウト。
メストレ駅内の売店
TABBACIで空港までのチ
ケット購入し駅横のバス
ターミナルから乗車。

■初の「海外の空港で
チェックイン」。自分が乗る
便の航空会社の窓口へ行
く。eチケット控えとパス
ポート提示した。

■イタリアでは宿泊
税かかる。左のメモ
の宿泊税高いので記
録間違いかも。税額
表は旅行会社のサ
イトなどでも掲載あ
り。

■飛行機は道内便く
らいのサイズだけど
シートゆったりな気
が。欧米サイズなの
だろうか。アジア人
自分ともう一人くら
いしか乗ってない。
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（５）メストレ～カッセル２
■フランクフルト空港から
フランクフルト鉄道長距離駅
（Frankfurt (Main) Flughafen 
Regionalbahnhof）へ。
フランクフルト鉄道長距離
駅からカッセル＝ヴィルヘ
ルムスヘーエ駅へ直行便に
乗る予定が運休。左記の対
応にてフランクフルト鉄道
長距離駅→フランクフルト
（マイン）中央駅（Frankfurt 
(Main) HBF）→カッセル＝
ヴィルヘルムスヘーエ駅へ。
全体で約1時間45分。

■「DB」＝
「Deutsche Bahn」
＝「ドイツ鉄道」
■「ICE」＝ドイツの
主要都市を結ぶ高
速鉄道。
■予約席の上に電光
掲示でどこからどこ
までその席が予約さ
れているか表示され
る。予約者がいなけ
れば他の人が座って
る。
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（５）メストレ～カッセル３
■カッセル＝ヴィルヘルム
スヘーエ駅着。
■ホテルまで初タクシー。
メモしておいた住所とホテ
ル名見せ、向かってもらう。
■ドイツのホテルはいずれ
もbooking.comで予約。
■駅のインフォメーション
にドクメンタのパンフあり。
一緒にいた日本の方がも
らってきてくれた。さらに
別の日本の方にオススメを
聞くことができた。

■カッセルには
カッセル＝ヴィル
ヘルムスヘーエ
駅（Kassel-
Wilhelmshöhe）
とカッセル中央駅
（Kassel Haupt
bahnhof）がある
ので宿泊先など
に合わせて。
■買い物袋は有
料。
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（６）ドクメンタ１
■ドクメンタ14で行っておくべきと教わったところ

・FRIDERICIANUM　    ・DOCUMENTA HALLE
・PALAIS BELLEVUE　・NEUE GALERIE
・HWSSISCHES LANDESMUSEUM　・TORWACHE
・NEUE NEUE GALERIE(NEUE HAUPTPOST)
・EHEMALIGER UNTERRIRDISCHER BAHNHOF/
　FORMER INDERGROUND TRAIN STATION

あと、ホテルの近くの小さなギャラリーで「まずFRIEDRICH
PLATZに行け」と教わった。ここでチケットを購入できた。トラ
ムの「FRIEDRICHPLATZ」停留所目の前に券売所。その周囲に会
場がいくつか集まっている。※トラムについては次頁。

■結局この一覧の最
後の「EHEMALI
GER～」以外は行っ
たが、ちょっと頑張
れば徒歩移動可能。
■帰りにチラ見した
感じでは駅のイン
フォメーションでも
チケット買えそう。
ただし未確認。
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（６）ドクメンタ２
■トラム
・ホテルの目の前にトラム（路面電車）が走っているのを知りトラ
　ムについて調べたところ、ドイツはトラムが発達している模様。
・チケットは車内で購入し、車内で打刻するシステム。
・Kassel Plusという１日券があって、カッセル市内のトラムも
　バスも乗り放題とのこと。この「１日」は「その日限り」ではな
　く「24時間」なので、例えば午前11時に購入したら翌日の午前
　11時（10時59分まで？）使用可能。普通のチケットは謎。
・１日乗車券は券売機の右上のボタン、と他の方のブログで読ん
　だのでその通り買ってみる（大人一人7€＝約896円）。打刻は
　不要。機械に通すなどもない。運転手さんの検札もなかった…。
・街中だと複数の行き先があったりするので乗る際に注意。
・トラムの路線図をiPhoneに保存しておくと便利だった。

■今回の旅行では海
外で利用するwi-fi
ルーターを借りな
かったので、wi-fi環
境のあるホテルにい
るうちに調べもの。
■チケットには
「MultiTicket 
Single」と記載。
■複数人用のチケッ
トもあるらしい。
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（６）ドクメンタ３
■FRIEDRICHPLATZにて
ドクメンタの１日券購入。
大人一人22€＝約2,816円。
チケットの裏面に利用する
日付とサインを記入して使
う。各会場入場時にチケッ
トチェックあり。
■様々な規模の建物、また
は屋外にて展示。楽しかっ
たけど感想を形容し難い。
■こちらも展示や作品につ
いては別途スライドショー
にて。

■１日券、２日券、
シーズンチケットな
ど数種類あるので都
合に合わせて選ぶと
よいと思う。ドクメ
ンタの公式サイトに
て英語で確認可能。
■展示は午後8時
まで！
■会場見て、公園の
周りや街中を少し歩
いて、また会場、と
いうくらいで、会場
間が遠すぎないのが
いい。
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（７）カッセル～ミュンスター１
■チェックアウト。スタッ
フの女性に鍵渡して終わり。
■「Wilhelmshöhe」表示の
バスが偶然来たので乗る。
前日に買ったKassel Plus
で乗車可能。
■車内に表示されている
「２」は２等車の意。その横
の番号が車両番号の模様。
■カッセル＝ヴィルヘルム
スヘーエ駅からミュンス
ター中央駅へ移動。移動の
詳細は次頁。

■ドクメンタの開場
は午前10時なので
お昼までの2時間く
らい見ることも出来
たかも知れないが鉄
道逃すの不安でや
めた…。
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（７）カッセル～ミュンスター２
■カッセル～ミュンスター

①カッセル＝ヴィルヘルムスヘーエ駅（Kassel-Wilhelmshöhe）
　　→ハンブルグ中央駅（Hamburg Hauptbahnhof）
②ハンブルグ中央駅（Hamburg Hauptbahnhof）
　　→ミュンスター（ヴェストファーレン）中央駅
　　　　Münster (Westfalen) Hauptbahnhof 

全体で約4時間40分。これ以外にも鉄道ルートあるのかもしれな
いけど今回旅行会社さんに手配してもらったのはこのルート。乗り
換えが約10分だったので結構焦る。
2017年6月当時はミュンスター（ヴェストファーレン）中央駅は
工事中だった。おおむねの外観が出来ているが立派な感じ。

■この「Haupt
bahnhof」は駅名の
看板などでは略され
て「HBF」表記され
ている。
■車内販売あるけど
事前に売店で買って
済ませていた。



to Italy and Germany 2017.06.07 - 2017.06.14
(c) 2017 Hiroko Takahashi

（８）ミュンスター彫刻プロジェクト１
■ホテルは駅の目の前。
■ミュンスター彫刻プロ
ジェクトのインフォメー
ションも駅の目の前で目立
つ看板立っているので旅行
者に分かりやすくて良いと
思った。マップは3€＝約
384円。「チケット要るのか」
と聞いたら「見るのはタダ」
と言われた。
■関係ないけどドイツのパ
ンとハム類すごく美味しい。

■Münster 
(Westfalen) 
Hauptbahnhof
ミュンスター（ヴェ
ストファーレン）中
央駅はミュンスター
彫刻プロジェクトの
マップでは
「Münster Central 
Station」と記載さ
れてるぽい。
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（８）ミュンスター彫刻プロジェクト２
■マップ片手に出発。会場
によっては開館時間などあ
るけど公共空間に設置の彫
刻はいつでも見られるだろ
うと思い早い時間から出か
けた。
■最初地図の読み方が分か
らなくて戸惑うが通りの名
前で位置を把握できると分
かってからはだいぶ楽に
なった。
■自転車レンタルしている
人も多かった。

■ショーケースにパ
ンやサンドイッチが
並ぶカフェが多く
て、そればかり利用
していた。移動先の
公園で食べたり。こ
の時にウエット
ティッシュが役立った。
■自転車をレンタル
する場合はLWL美
術館の近くで借りら
れる模様。
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（８）ミュンスター彫刻プロジェクト３
■開けたところにポーンと
彫刻を設置したりしていて
「そこに彫刻があるのだ」と
いうことがよく見えるなあ
と感じることが多かった。
もちろん「彫刻を探して歩
いていた」という要素もあ
ろうけど。
■キャプションにQRコー
ドがついていた。
■こちらも展示や作品につ
いては別途スライドショー
にて。

■夜が長くて午後9
時過ぎても明るいた
め、夕方いったん
戻って昼寝してまた
出かける、などして
いた。
■ミュンスターも石
畳なので長く歩くな
らスニーカー推奨か
も。スーツケースは
移動しにくい。駅に
預けるところあるの
かも。


